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シミュレーションの流れ

①内容を確認し、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを開始します。

・年間予測発電量
ｼｽﾃﾑ容量/建設地の平均日射量の係数/ﾛｽ率から
自動計算されます。

・余剰電力買取価格
1～10年目：48円 11年目以降：24円で計算

・設置費用
システム容量×70万円が初期数値。
国の補助金適用のための上限値で設定。

・メンテナンス費
パワコンの交換を想定。

・ライフスタイル
買い取り分に影響

・年間自己消費電力
4人家族を想定
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シミュレーションの流れ

②シミュレーション結果を確認します。

・損益分岐グラフ
初期費用をマイナス計上し、毎年の売電利益を
積み上げることで初期費用を回収できる年数目安を
提示します。
また、費用回収後の利益目安を提示します。

・環境貢献度の表示
年間CO2削減量を数値とスギの木の本数に換算して
表示します。

この段階では、費用回収に相当な年数が
かかる結果がでるケースが多いです。
（今回は２６年）
こちらを一般的なﾊﾟﾀｰﾝとして説明します。

そのうえでタブを切り替え入力画面に
戻ります。
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シミュレーションの流れ

③補助金情報を入力します。

・Ex）国の補助金 ２５０，０００円
都の補助金 ３６０，０００円
区の補助金 ３６０，０００円
計 ９７０，０００円

を入力し、再計算を行います。
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シミュレーションの流れ

④シミュレーション結果を再確認します。

補助金の効果で投資回収年数目安が
２６年⇒１３年へと半減します。
また、回収後の利益目安が
約１７万円⇒約１１４万円へと増加します。

更に、貴社の設定価格を入力し
再計算することで計算結果がより改善されます。
※仮に１，５００，０００円とします。
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シミュレーションの流れ

⑤最終結果を確認します。

最終結果
・投資回収年数目安 約４年

・回収後利益目安 約２２０万円

・CO２削減量 １，２５７Kg/年

⇒スギの木換算 ９０本/年

これまでのストーリーにもとづき
以上３つのデータをお施主様の間取りで
提示することで、貴社にて太陽光発電を
設置するメリットと環境貢献度を理解頂き
受注へとつなげていただきたく思います。
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費用・成果物について


